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グループ I の代謝型グルタミン酸受容体が多く発現しており、この線条体のグループ I 代謝型
グルタミン酸受容体はパーキンソン病の治療標的となる可能性があり、線条体において最も重要
な受容体であるドーパミン受容体との間の相互作用も報告されている。このグループ I 代謝型










濃度変化 (自発 Ca2+ リズム) が生じることがわかった。活動電位の阻害と興奮性シナプス伝達
の阻害はニューロンとアストロサイトのどちらの細胞の自発 Ca2+ リズムも抑制しなかった。一
方で、細胞内 Ca2+ ストアの枯渇や、IP3 受容体の阻害はニューロンとアストロサイトのどちら
の自発 Ca2+ リズムの発生頻度も大きく減少させた。また、mGluR5 の阻害薬もニューロンと
アストロサイトのどちらの自発 Ca2+ リズムの発生頻度も減少させた。この結果はニューロンと
アストロサイトの自発  Ca2+ リズムの主要な発生要因は活動電位非依存的であり、かつ 




自発 Ca2+ リズムの同期現象の存在とその活動電位依存性から、mGluR5 依存的な自発 Ca2+ 
リズムが線条体でのニューロン‐グリア相互作用に関与する可能性が示唆された。 
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